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応用情報技術者試験　セミナー資料

短期合格のツボ

（１）応用情報技術者試験の位置づけを理解しよう！

応用情報技術者

対象者像 高度 IT 人材となるために必要な応用的知識・技能をもち，高度 IT 人材としての方向性を確立し
た者 

業務
と
役割

基本戦略立案又はIT ソリューション・製品・サービスを実現する業務に従事し，独力で次のいず
れかの役割を果たす。
１. 需要者(企業経営,社会システム)が直面する課題に対して，情報技術を活用した戦略を立案する。
２. システムの設計・開発を行い,又は汎用製品の最適組合せ(インテグレーション)によって，信頼
性・生産性の高いシステムを構築する。また，その安定的な運用サービスを実現する。

期待する
技術水準

１. 情報技術を活用した戦略立案に関し，担当業務に応じて次の知識・技能が要求される。 
①経営戦略・情報戦略の策定に際して，経営者の方針を理解し，経営を取り巻く外部環境を正確
に捉え，動向や事例を収集できる。 
②経営戦略・情報戦略の評価に際して，定められたモニタリング指標に基づき，差異分析などを
行える。
③ 提案活動に際して，提案討議に参加し，提案書の一部を作成できる。

２. システムの設計・開発・運用に関し，担当業務に応じて次の知識・技能が要求される。 
①アーキテクチャの設計において，システムに対する要求を整理し適用できる技術の調査が行える。
②運用管理チーム，オペレーションチーム，サービスデスクチームなどのメンバとして，担当分野
におけるサービス提供と安定稼働の確保が行える。
③プロジェクトメンバとして，プロジェクトマネージャ(リーダ)の下でスコープ，予算，工程，品
質などの管理ができる。 
④情報システム，ネットワーク，データベース，組込みシステムなどの設計・開発・運用・保守に
おいて，上位者の方針を理解し，自ら技術的問題を解決できる。

試験要項より抜粋
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（２）応用情報技術者試験で学習するテーマを知ろう！
・テクノロジ分野
　コンピュータシステム（ハードウェア，ソフトウェア，システム構成），コンピュータ科学基礎，
　データベース，ネットワーク，セキュリティ，システム開発 

・マネジメント分野
　プロジェクトマネジメント，ITサービスマネジメント，システム監査 

・ストラテジ分野
　情報戦略，経営戦略，企業活動，法律（著作権，労働者派遣，不正アクセス，契約形態など） 

（３）応用情報技術者試験の午前試験について知ろう！
　応用情報技術者試験の午前問題は，テクノロジ50題(Q1～Q50)，マネジメント10題(Q51～Q60)，
ストラテジ 20 題(Q61～Q80)の構成です。試験時間は 2.5 時間(9:30～12:00)，合格ラインは
60%(48題正解)です。 
　H27春試験も，すべての項目からまんべんなく出題されていました。セキュリティ分野は 10題あ
りました。午前試験における最重点学習テーマです。サービスマネジメント分野の出題が 1題減り，
監査分野の出題が1題増えていましたが，大きな変化とはいえないでしょう。全体的には出題傾向に
変化はありません。例年通り，ほとんどの問題は過去問題そのままであるか，過去問題の類題である
点も従来から変わりありません。サービスマネジメント分野は，ITILv3を中心とした出題になってい
ることに留意しておいてください。

出題分野 出題数 出題率

コンピュータ科学基礎理論 7問 8.8%

コンピュータシステム 16問 20.0%

28.8%

開発技術 5.0%

プロジェクトマネジメント 4問 5.0%

サービスマネジメント 2.5%

監査 5.0%

システム戦略 6問 7.5%

経営戦略 10問 12.5%

企業と法務 4問 5.0%

技術要素
(DB，NW，セキュリティほか) 23問

4問

2問

4問

H27春期　午前試験の出題数

（４）応用情報技術者試験の午後試験について
　応用情報技術者試験午後試験は記述式の試験で，得意な分野の問題を選択して解答できます。どの
問題も事例問題です。全部で６問を選択して解く必要があります。試験時間は2.5時間(13:00～15：
30)，合格ラインは60点です。
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午後試験で出題される問題は次の通りです。

　①配点：16    点（必須）
　　Q1：情報セキュリティ

　②配点：20    点(1    つ選択)
　　Q2：経営・情報戦略，コンサルティング技術
　　Q3：アルゴリズム

　②配点：16    点(4    つ選択)
　　Q4：システムアーキテクチャ Q5：ネットワーク
　　Q6：データベース Q7：組み込みシステム
　　Q8：情報システム開発 Q9：プロジェクトマネジメント
　　Q10：ITサービスマネジメント Q11：システム監査

　H26年春試験からセキュリティ分野が必須となりました。午後試験問題の特徴は，対策を採用する
理由，不都合が発生する原因，改善策などを記述（30字程度）させる設問があることです。知識に基
づいて自分で考える力を要求されているといえます。また，これらの設問に解答できるかどうかが合
否につながるといっても過言ではありません。きっちり対策をしておく必要があります。近年，出題
テーマ，レベルともこなれてきています。H25春～H27春の過去問題を演習してレベル感をつかんで
ください。

電子メールセキュリティ

ブランド戦略

キャンペーンサイトの構築

アクセスログ監査システムの構築

自動車用衝突被害軽減ブレーキシステム

チケット販売システムの在庫調整機能の開発

情報資産の管理

財務会計システムの運用監査

問1

問2

問3 データ圧縮の前処理として用いられるBlock-sorting

問4

問5 DHCPを利用したサーバの冗長化

問6

問7

問8

問9 プロジェクトの人的資源計画とコミュニケーション計画
の策定および実施

問10

問11

H27春期　応用情報技術者午後試験のテーマ
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（５）短期合格のツボ　

→ 正しい学習を行うこと！

　①試験問題を解くには知識が必要です。まずは，午前試験問題が解ける実力をつけましょう。
　②一つの分野を仕上げてから次の分野に進むのではなくスパイラル学習をしましょう。
　③暗記学習では午後試験問題が解けるようになりません。考え方を覚える学習をしましょう。
　④問題演習をベースとした学習をしましょう。

→ 午前試験合格のツボ　～過去問題は最高の予想問題～

　・マネジメント，ストラテジ分野だけでは合格できない。全問正解でも37.5点である。
　　→テクノロジ分野で得点できるように学習する。
　　→セキュリティ分野，コンピュータシステム分野，コンピュータ科学分野を重点的に学習する。

　・まんべんなく全分野から出題される。
　→一つの分野を仕上げてから，次の分野に進むのではなく，スパイラル学習をする。

　・ほとんどの問題は過去問題，もしくは過去問題の類題である。
　　→過去問題演習を徹底して行う。過去3年分(6回分)演習すれば十分である。
　　→同じ問題を繰り返し演習することが大切である。

　・過去問題演習では，間違い選択肢についても理解する。
　　→解答を暗記してもだめです。取り上げられているテーマについて理解してください。
　　→類題が解けるようになります。

　・午前試験対策のための学習で終わらせない。
　　→午前試験対策＝午後試験対策です。
　　→午後試験問題が解けない大きな原因の一つは，専門用語を正しく理解しておらず，問題文の意
　　　味（論点）が把握できないことです。

→ 午後試験合格のツボ

　・事例問題であることを理解する。
　　→問題文の事例に則して考え，結論を導き出さなくてはなりません。
　　→暗記した一般論，過去問で覚えた答えをそのまま答えても正解にはなりません。

　・得意分野を1つ作る。
　　→どのようなテーマが出題されても，ほぼ満点を得点できる分野を1つは作りましょう。

　・午後試験でどのテーマを選択するのかを事前に決めておく。
　　→「当日，簡単そうな分野の問題をやろう！」は，不利な戦略です。
　　→全分野を学習すると，試験が要求している分量の2倍を学習することになります。

　・読解力を養い，解答の方向性を察する学習を行う。
　　→問題の論点は何かを考える習慣をつける。
　　→考えずに答えを出そうとしない。すぐに解き終わらせようとしない。

　・標準解答時間内に解き終えるように練習する。
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→基本情報技術者試験合格直後の人の学習のツボ

　そんなあなたはラッキーです。これ以上の有利な条件はないでしょう。すぐに，午前試験問題演習
を始めましょう。ほとんどの知識は聞いたことがあるはずです。自分で理解していた内容で正しかっ
たのかどうかを確認しながら復習します。「知らない知識＝応用情報レベルの知識」ですから，知ら
ない知識が出てきたらじっくり学習してください。得意分野から学習を始めると良いです。

→情報処理試験初受験の人，基本情報技術者試験合格後長期間経過している人の学習のツボ

　基本情報技術者試験のテキストを利用して，コンピュータシステム，データベース，ネットワーク，
セキュリティ，マネジメント，ストラテジをざっと学習し全体像を把握しましょう。その後，応用情
報技術者試験のテキストで細かい点を学習してください。午前試験問題演習をたくさんしましょう。


